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Py-GCによるユーカリのリグニン成分の樹幹内変異の分析 

PYA1-041 

[背景] ユーカリやブナなどの広葉樹のリグニンはグアイアシルプロパン単位(G)とシリンギルプロパン単位(S)からなり、それぞれ1個または2個の

メトキシ基を持っている。リグニン含量とその化学構造はパルプ製造過程で重要で、特に広葉樹のリグニン中のシリンギルとグアイアシル単位の

比(S/G比)はパルプの製造効率に影響するだけでなく、製造されたパルプや紙の強度に影響することが知られている。ここでは、Py-GC法をユー

カリから採取した種々のサンプルのS/G比測定に応用し、観測したS/G比をTAM（チオアシドリシス）法で得られた結果と比較した。 

 

[方法] 今回の実験では、オーストラリア西部産のユーカリを使用した。木の幹の地上0.3mから1mおきに切断した各ブロックの一部を凍結粉砕し

て微粉末化して用いた。約100µgの木粉試料を熱分解炉温度450℃で、Heキャリアーガス下で熱分解し、FIDあるいはMSを装備したキャピラリー

カラム－GCを用いて分析した。リグニンのS/G比は、シリンギルおよびグアイアシルプロパン単位を反映しているGCピークの強度比を基に測定し

た。 

 

[結果] 図1にFIDで観測した450℃の熱分解温度で得られたユーカリの典型的なパイログラムを示す。リグニンから得られた熱分解物はピーク1〜

26として観測された。表1にはこれらのピークの帰属およびリグニン熱分解物26種の半径方向サンプルA-1〜A-7の相対モル収率をまとめてある

。サンプルA-1〜A-7の熱分解物の分布には似通った傾向が見られた。熱分解物のモル収率を基にして得られた地上0.3mの半径方向のS/G比

の樹幹内変異では樹芯サンプルA-1でS/G比が2.13と最高値を示した。その後S/G比は外皮に向かって緩やかに減少してサンプルA-7で最小値

の1.57となった。Py-GCで得られた値はTAMで得たものより若干高い値が得られた。樹幹内の軸方向の変化も同様に測定することができた。 

図 1. 450℃で得られたユーカリのパイログラム 
   (ピークアサインメントは表1に示す。) 

*Contents excerpted from H. Yokoi, Y. Ishida, H. Ohtani, S. Tsuge, T. Sonoda, T. Ona, Analyst, 1999, 124, 669-674 

表 1. 地上0.3mからのサンプルの熱分解物の半径方向の変化 
 (S：シリンジル・ユニット、G：グアイアシル・ユニット) 
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